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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月27日(2019.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターを含む、嚢胞性線維症を処置するための医薬組成物。
【請求項２】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ｍｉＲ－９に結合する、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項３】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ｍｉＲ－９に結合して隔離させ、そのターゲットであ
るＡＮＯ１ ｍＲＮＡ配列にそれが結合することを妨げる、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項４】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ｍｉＲ－９の相補的、すなわち、アンチセンス配列と
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少なくとも７０％配列の同一性を有する核酸配列を含む、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項５】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ｍｉＲ－９アンタゴミルである、請求項１記載の医薬
組成物。
【請求項６】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ｍｉＲ－９マイクロＲＮＡ－スポンジである、請求項
１記載の医薬組成物。
【請求項７】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ｍｉＲ－９に対してターゲッティングされる低分子干
渉ＲＮＡ（ｓｉＲＮＡ）である、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項８】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ｍｉＲ－９に直接結合しないが、代わりにＡＮＯ１核
酸配列のｍｉＲ－９ｍＲＮＡターゲット部位に結合する、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項９】
　ｍｉＲ－９ｍＲＮＡターゲット部位が、ＡＮＯ１ ３’ＵＴＲに局在する、請求項８記
載の医薬組成物。
【請求項１０】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ターゲット部位ブロッカー（ＴＳＢ）である、請求項
８記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　核酸が、配列番号３の核酸配列を含む、請求項１０記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ＬＮＡヌクレオチド、又はモルホリノヌクレオチド、
又は２’－Ｏ－メチルで修飾されたヌクレオチド、又は２’－０－メトキシエチルで修飾
されたヌクレオチド、又は２’－フルオロで修飾されたヌクレオチドを含む、請求項１記
載の医薬組成物。
【請求項１３】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターが、ウイルスベクターを用いて送達される、請求項１記載
の医薬組成物。
【請求項１４】
　ベクターが、ＡＡＶベクターである、請求項１３記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　核酸ｍｉＲ－９インヒビターを、被検者に、核酸ｍｉＲ－９インヒビターが肺に到達す
ることを可能とする任意の好適な方法を用いて投与するための、請求項１記載の医薬組成
物。
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